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医学生・看護学生と学ぶ『医療』のしくみ 

ヨコハマ大学まつりで子ども向け講座を開催 

 

横浜市立大学の医学部医学科・看護学科の学生団体ＹＤＣ*が、昨年度に引き続き、「ヨコハマ大学まつ

り 2016」にて子ども向けの講座を開催します。 

この取組は、「学生が取り組む地域貢献活動支援事業」として、平成 23 年度から継続してＹＤＣが行

っている活動です。地域の子どもたちが『医療』に関する正しい知識を持てるよう、学生が市内の小・

中・高校を訪問して、それぞれの学校のニーズにあわせた授業を企画、実施しています。さらに横浜市

医療局のサポートを受けながら、授業用の教材や動画を制作し、広く普及させる活動も行っています。 

今年度は７校の訪問授業を予定しており、ヨコハマ大学まつりでは、その授業の内容を一般の小中学

生を対象に公開します。 

日時 平成 28 年 10 月 2 日（日）15：30～16：50 

会場 ＫＵポートスクエア（演習室３） 

    横浜市西区みなとみらい 2-3-1 クイーンズタワーA 14 階 

内容 医学生・看護学生と学ぶ『医療』のしくみ 

■ キャリア教育 「医師・看護師になりたい」と思った学生自身の 

体験談と、大学での授業や医師・看護師について。 

■ 医療の知識 医療機関の役割、どういった時に救急車を呼ぶかなど、子どもたちと考えながら『医療』の知識

を伝える。器具の使い方などの体験を交え、ワークショップ形式で行う。 

対象 小学５、６年生、中学生（40名）※すでに募集は締め切っています。 

※「ヨコハマ大学まつり 2016」：10 月 1日（土）・2日（日）10：30～18：30 

みなとみらい 21 地区クイーンズスクエア横浜周辺にて開催。29 大学参加予定 

*ＹＤＣとは 

Yokohama Dream Catchers の略称で、医学部生 52 名が参加。救急車の不適切な出動要請の増加による医

療現場の救急車・人手不足の深刻化などの問題を解決しようと、医療機関の役割や医療の知識を伝えるた

め、次世代を担う小・中・高校生に向けた「訪問授業」活動を行っています。学生自身も授業を行う中で、

子どもたちの素朴な反応や疑問、意見に接しながら、わかりやすく伝える方法やコミュニケーション能力

などを学ぶことになり、医療人としての必要な気づきやスキルを身に付けることに繋がっています。 

 

＜平成 28 年度の訪問授業予定＞ 

・横浜市立西富岡小学校（8/29 実施済）・横浜市立港南台第一小学校（8/30 実施済）・神奈川県立横浜南陵

高校（10/21 予定）・横浜市立並木第四小学校（10/29 予定）・横浜市立富岡小学校（12/19 予定）・横浜市

立南高校附属中学校（12/20 予定）・横浜市立港南台第一小学校（12/21 予定）……（合計 7 校） 

 

※ １０月２日（日）の取材をご希望の方は９月２９日（木）までに下記お問合せ先までご連絡ください。 

 

お問い合わせ先 

研究基盤課長（ボランティア支援室担当） 竹内 紀充 Tel 045-787-2019 

（裏面あり） 

昨年度の講座のようす 

公 立 大 学 法 人 横 浜 市 立 大 学 記 者 発 表 資 料 

平 成 2 8 年 ９ 月 2 3 日 
研 究 基 盤 課 
（ ボ ラ ン テ ィ ア 支 援 室 ） 



＜参考＞ 

 

ＹＤＣが行う「医学生・看護学生と学ぶ『医療』のしくみ」講座とは？ 
 

 

■ 訪問授業の目的とテーマ 

地域の小・中・高校で訪問授業を行って、

まず子どもたちに医療に関心を持ってもら

い、それが将来的に健康の増進や、医療の適

正利用につながっていくような、‶医育〟を

テーマとする。 

①医療のしくみ（医療のイマ、ミライ） 

②医療の利用方法（理想の医療のカタチ） 

③皆にもデキル事  の３つのテーマを中心に、子どもたちと学生が一緒に考える授業を行っている。 

 

■ 授業の内容 

医療の仕組みを中心に、訪問する学校のニーズに合わせて、保健体育や理科の内容も含めた授業を実施

している。「からだの仕組み」「感染症と免疫の仕組み」「熱中症と体の仕組み・対処法」「鼻血の対処法」「下

痢の対処法」など。 

 

■ 活動経緯 

平成 22 年度に「横浜市の新たな中期的計画（政策提案）」として横浜市立大学の学生が横浜市に提案し

た事業の 1 つとしてスタート。平成 23 年度より「学生が取り組む地域貢献活動支援事業*」の一環として、

並木中央小学校でのモデル授業から活動を重ね、27 年度までの訪問授業は、延べ 11 校を数える。訪問授業

の理解を求めるため、平成 28 年度は、横浜市金沢区の校長会でのプレゼンテーションも行った。 

*「学生が取り組む地域貢献活動支援事業」平成 23 年度より開始。平成 28 年度は８事業が採択され、各団体が地域

の活性化や地域課題解決、子どもたちの支援などに取り組んでいる。 

 

＜平成 27 年度までの訪問授業実績校＞ 

・神奈川県立横浜南陵高校・横浜市立港南台第一小学校・横浜市並木第四小学校・横浜市立南高校附属中学校 

・横浜市立並木中央小学校・横浜市立西本郷小学校 

 

横浜市立西富岡小学校でのようす（平成 28 年 8月 29 日） 

 

 

■ 今後の目標 

今後はインターネットで授業動画や授業で行ったゲームを配信し、授業を受けられない生徒にも医療に

ついての興味を持ち続けてもらえるようなコンテンツを作成していく。 

 


